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下水道は私たちが使った水をきれいにするための施設です。 

みなさんに下水道をご利用いただくと、側溝や水路などに生活排水が流れなくなり、川や海が 

きれいになります。お子様やお孫さんなど次の世代へきれいな水環境を引き継ぐために、水洗 

化に対するご理解とご協力をお願いします。 

四日市市の下水道整備状況（平成 19～21 年度） 

事業年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 全国（H20） 

行政人口     （A) 313,495 人 313,963 人 313,890 人 12,708 万人 

接続可能人口 （B) 212,390 人 216,149 人 219,254 人 9,241 万人 

下水道普及率(B/A) 67.7 %  68.8 %  69.9 % 72.7 % 

汚水衛生処理率 78.0 % 80.9 % 83.1 % 84.8 % 

※ 汚水衛生処理率とは汚水（し尿、生活雑排水）を公共下水道や合併処理浄化槽などで 衛生処理している人口の割合です。 

 
下水道整備にみなさんの 

ご協力をお願いします 
 

四日市市における平成２１年度
末の下水道普及率は６９．９％と、
市民のみなさんの多くが下水道を
使えるようになっています。 
 また、下水道整備とともに農業集
落排水事業、コミニティプラント事
業、合併処理浄化槽設置費補助事業
など、地域の特性にあった生活排水
対策を進めており、これらの方法で
汚水処理をしている方の割合（汚水
衛生処理率）は、平成２１年度末で
８３．１％となっています。 
下水道整備には多大な費用が必
要になりますが、財政状況の厳しい
中効率的に工事を進める努力をし
ていますので、下水道工事へのご理
解とご協力をお願いします。また工
事が完成した区域のみな 
さんは、すみ 
やかに下水道 
への接続工事 
をしていただ 
きますよう 
お願いします。 

 
本紙裏面で下水道整備の 
予定箇所などを確認できます 
 

裏面の図で水色に塗られた区域は
「現在下水道をお使いただける区

域」、赤色の線は「平成２２年度の工
事予定箇所」、黄色に塗られた区域
は「平成２２年度～平成２３年度に下
水道が使えるようになる予定の箇所」

です。 
ただし、工事予定箇所などは、他
の地下埋設物との関係で工事でき
ないことや予算の関係で工事路線
が変更されることがあります。ま
た、お使いいただける場所として塗
られている場合でも、地理的条件等
によっては、実際にお使いいただく
ことが難しい場合もありますので
ご了承ください。 
 
下水道が整備されたら 
水洗化（下水道への接続）を 
 
下水道が整備されても、みなさん
にご利用いただけないと、せっかく
の施設も意味のないものとなって
しまいます。 
下水道をお使いいただけるよう 

 
なりましたら、浄化槽をお使いの人
はすみやかに下水道への接続工事
をしてください。また、くみとり便
所は３年以内に水洗トイレに改造
し、生活排水とあわせて下水道へつ
ないでいただくようお願いします。 
裏面の｢供用開始予定区域図｣で
黄色に塗られている区域は、１～２
年の間に下水道が使える予定です。
この区域の人は、水洗化工事をすみ
やかに行えるよう宅内工事の資金
を事前にご準備いただきますよう
お願いします。 
四日市市内の下水道接続工事は、
｢四日市市公共下水道排水設備工事
指定業者｣（別紙のとおり）が行う
よう条例で定められていますので、
必ず「指定業者」にご依頼いただく
ようお願いします。 
また、浄化槽から下水道へ切り替
える場合、浄化槽撤去前には必ず「一
般廃棄物収集運搬業者」に浄化槽内
の汚水・汚泥の処理を依頼してくだ
さい。無許可の業者への依頼や水路
などに汚水や汚泥を排出することは
法律違反となりますので行わないで
ください。 

 

下水道キャラクター 

スイスイくん 

 に



＜各種制度のご案内＞ 
 市上下水道局では、下水道整備を重点的に進める一方、皆さんに少しでも下水道をご利用いただきやすいように次の

ような補助や助成制度を設けています。各制度の趣旨や要件の概略を掲載しておりますが、ご利用の際には、諸条件や

必要書類などの詳細について営業課水洗化普及室（電話３５４－８２２１）までお問い合わせください。 
 
 制度の概要や利用できる条件など 
水洗便所改造資金融

資あっせん利子助成

制度 

くみ取り便所の水洗化や浄化槽から下水道への切り替えに伴い必要な工事費の融資を金融

機関にあっせんするほか、利子分を上下水道局から助成する制度です。実質無利子で融資が

受けられます。 
◎対象者：供用開始後 3年以内の公共下水道供用区域内における建物所有者または 3親等以
内の親族（市内在住）で 20歳以上 70歳以下の方。 
 ※新築、増築、事業用、アパートなどは利用できません。 
 ※その他にも条件があります。（市税の納付状況や収入面など） 
◎融資あっせん額 100万円以内（1万円単位） 
◎融資機関：三重銀行（市内各支店） 
◎返済は 60ヶ月の元利均等（年 2回上下水道局から利子分を助成） 

共同住宅排水管設置

費補助制度 
 
 

多くの入居者が生活する共同住宅は排水量が多く、周囲の環境への影響が大きいことから

早期に下水道への接続を進めていただくために宅内排水設備工事費の一部を補助する制度で

す。 
◎申請条件（主なもの、その他にも条件があります。） 
・生計が独立した 3世帯以上の入居があること 
 ・入居者全員の同意（排水管の設置と下水道使用料の支払い） 
 ・土地所有者全員の同意（申請者と土地所有者が違う場合） 
 ・公共下水道の供用開始から 3年以内であること 
・申請者が受益者負担金や下水道使用料を完納していること 
◎補助対象：1棟のうち全戸の排水が合流した箇所からの排水管延長から５ｍを引いた延長 
◎補助金額：上の補助対象延長×7,000 円／ｍ（敷地内に舗装がない場合）、または補助対象
延長×10,000円／（舗装がある場合）。千円未満切捨て。 

私道への公共下水道

布設制度 
 
 
 
 
 
 
私道への共同排水管

設置費補助制度 
 
 
 
 

 私道への水洗化の普及促進を図ることを目的として私道の全ての土地所有者の同意がある

場合、一定の条件を満たしていれば市の負担で公共下水道を布設する制度です。 
◎申請条件（主なもの、その他にも条件があります） 
 ・原則として私道が公道に通じていること。 
 ・私道の状況などが下水道工事に支障がないこと 
 ・私道を使って排水することになる公道に面していない家屋が 2戸以上あること 
 ・私道へ公共下水道が布設された場合はすみやかに全ての家屋が接続すること 
  
 上記の制度をご利用いただける条件を満たさない場合にも、皆さんが自己負担で私道に排

水管を埋設する際に、工事費の一部を補助する制度があります。 
◎申請条件（主なもの、その他にも条件があります） 
 ・公道に直接面しておらず、私道を使って出入りする家屋が 2戸以上あること 
・私道沿道家屋が 2戸以上水洗化すること。 
 ・私道敷所有者、水洗化する沿線土地・家屋の所有者全員が同意していること。 
◎補助金額 共同排水本管延長に次の単価を掛け合わせた金額。11,000 円／ｍ（私道が舗装
されていない場合）、16,000／ｍ（私道が舗装されている場合）。 
 

 

 

 



 

下水道工事にご理解とご協力をお願いします 

    ・  下水管を埋設するには、大がかりな工事が必要です。 

・  下水道工事はその大部分が市街地で行われますので、地域の皆様にご迷惑 

がかからないよう騒音や振動、交通渋滞について、万全の配慮をしています。 

・  工事の方法について、その地域の条件に一番適したものを採用しています。 

・  下水道工事に支障となるガス、水道管などの移設工事を行う場合があります 

のでよろしくご理解ください。 

悪質な業者には 

十分注意してください 

排水の流れが悪くなったり、流れ
ないときには屋外にある汚水ますを
開けてみてください。ますの中に異
物がたまっている場合があります。 
ますに異常がな 
ければ、排水口に 
市販の発泡剤を投 
入したり、ラバー 
カップでつまりの 
除去を試みてくだ 
さい。 
どうしてもつまりが改善されない
場合には、排水設備工事指定業者等
に依頼することになりますが、作業
前に費用について確認することをお

すすめします。 

排水設備は大切な財産のひとつで
すから、日頃から適切な維持管理に
努めていただくようお願いします。 
なお、上下水道局では清掃業者の
訪問による営業などは一切指示して

おりませんので、悪質な点検業者に

は十分ご注意ください。 

 

「みんなで取り組む雨に強い

まちづくり」にご協力をお願

いします 

 近年、水路の氾濫による浸水被
害が全国的に多発していますが、
これは「都市化が進み田畑や緑地
が減少したり、屋根、舗装などの
不浸透面積が増えたりするなど、
地中への雨水浸透量が低下してい
る」ことと深い関係があります。 
みなさまも浸水被害を防止する
ため、ご協力をお願いします。 
① 雨水を一時的にため。一度に

水路に流れないようにしてくだ

さい。（例えば、雨どいの水をバ
ケツやタンクにため、散水に利用
するなど。） 
② 庭に木を植えるなど、雨水が

地下にしみこむようにしてくだ

さい。（但し、急傾斜地などの一
部では適さない所があります。） 
「みんなで取り組む雨に強いまち
づくり」のお問い合わせは経営企
画課（℡３５４－８３６９）まで。 

受益者負担金に 

ご理解をお願いします 
 

下水道整備は、生活環境の改善や
自然環境の保全を目的に、市の重点
施策として取り組んでいます。 
下水道は道路や公園などのよう
に、誰もが自由に利用できるもので
はなく、下水道が整備された道路に
面した土地の人しかご利用いただく
ことができません。 
そのため、下水道の建設費を公費
だけでまかなうと、下水道をご利用
いただけない地域の人にまで負担を
かけることになり、公平性が保たれ
なくなってしまいます。 
そこで、下水道整備により下水道
をお使いいただけるようになった人
に一度限り、下水道の建設費の一部
をご負担いただき、より一層の整備
促進をしようというのが「受益者負
担金」の制度です。 
受益者負担金は対象の土地の面積
に応じてご負担いただいておりま
す。ご負担いただく時期や方法、金
額等については下水道工事説明会の
ご案内の際に土地の所有者様宛ての
文書でご連絡させていただきます。 
受益者負担金についてのお問い合わ
せは営業課水洗化普及室（℡３５４
－８２２１）までお願いします。 
 
（受益者負担金の計算例） 
 受益者負担金の標準的な単価は１
㎡あたり 170円です。200㎡の土地 
の場合では受益者負担金額は 
170 円×200 ㎡＝34,000 円となりま
す。一括で納期限内にお支払いいただ
いた場合、2,800円の前納報奨金が 
つきます。 

 

こんなことも「雨に強いまちづくり」に効果があります 

 
庭の土や植物も役立っています 

庭に土や植物があると 

降った雨水が一度に流れ

ず、自然に地面にしみ込ん

でいきます。 

雨水を貯めて庭の水まきに 
雨どいから流れ落ちる水
をバケツに貯めておく
と、晴れてから庭の水ま
きや草花への水やりなど
に利用できます。 

庭にある池にも役割があります 
庭にある池も雨水 

を一旦貯める役割を 

持っています。 



イベントの 

お知らせ 
 

『生活排水相談会』 

開催のご案内 

 
「下水道工事が始まるので汚水

ますの位置を決めるように聞いた

が、どこにしたら良いのか分からな

い」。また、「下水道への接続を考え

ているが、どうすればいいか分から

ない」ということはありませんか。 
汚水ますの位置を提案したり、宅

内工事に関するご質問にお答えす

るため、上下水道局職員による無料

相談会を開催します。 
下水道ＰＲのため、風船や粗品の

配布などもありますので、是非みな

さまでお立ち寄りください。 
〔第１回相談会〕 

日時：９月２６日（日） 

  午前９時～午後６時まで 

場所：日永カヨー １階 

  中央広場前 

〔第２回相談会〕 

日時：１０月２日（土） 

   午前９時～午後６時まで 

場所：ジャスコ尾平店 １階 

   「コムサ・イズム」横 

 
『第８回下水道普及促進ポスタ
ーコンクール』作品募集 
 
下水道は、豊かで快適な生活のため

欠かせない公共施設です。上下水道

局では、下水道事業への関心や理解

を深めることを目的にポスターコ

ンクールを実施しています。 

詳細は下記のとおりですのでご

応募ください。 

●テーマ／下水道事業に関するこ

と全般 
●対象／市内小学校の４年生から

６年生まで 
●作品の提出は、２学期の始業日に 

各小学校へご提出ください。 

●作品展示／最優秀賞、優秀賞及び

佳作の計１０点を次のとおり掲示 

〔日永カヨー１階 中央広場前〕 

９月１７日(金)～２６日(日) 

〔ジャスコ尾平店 1階 「コムサ・

イズム」横〕 

９月２７日(月)～１０月２日(土)  

※最優秀作品は下水道事業のパン

フレットに約１年間掲載します。 

●応募事項／募集規定については、

各小学校または上下水道局営業課

水洗化普及室（℡354-8221）までお

問い合わせください。 

 
『第７回下水道普及促進ポスタ
ーコンクール』優秀作品 
（学年は昨年度時点のものです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―お知らせ― 
下水道を利用していただくには、工事を行う前に届出が必要です。 
 新築や水洗化工事（排水設備工事）をするときは、お客様から指定業者を通じ工事を行う前に排水設備工事の届出

が必要となります。 
 指定業者でない者が排水設備工事を行うことや、無届で排水設備工事を行うことは条例違反となりますので行わな

いでください。 
アンケート調査にご協力をお願いします。 
 上下水道局では、下水道を利用し住み良い環境をつくるために、まだ下水道を使用していただいていない家屋を対

象に各戸を訪問し利用状況の調査を行い、利用していただくようお願いしております。調査には協力をお願いします。

下水道使用料の賦課開始時期がかわりました。 
 下水道使用料の賦課開始は、下水道への接続工事の完了確認があった後の水道メーター定例検針が始まりでした

が、平成２２年 4月１日から接続確認時の水道メーター読み値を下水道使用料の始まりとさせていただきました。 
これは、接続時期による不公平の是正や現実に合った料金を頂くための改正ですので、ご理解いただきますようお

願いします。 

最優秀賞 

優秀賞 

八郷小学校４年 山下雛さん

常磐西小学校６年 池内太一さん

富洲原小学校６年 小池菜穂さん


